
講座名（専門科目名） 外科学（消化器外科学１） 教 授 氏 名 江口 英利 

学生への指導方針 

癌の難治性の克服と、次世代型癌治療法の開発、そして、外科学の更なる躍進を目指し、

研究と臨床の両面から大阪大学から世界に発信する医療を創出することができる人材の育

成と教育を行う。 

学生に対する要望 
基礎研究、臨床研究、臨床、そして教育を行っていく学府の中で、自分を試す積極性と熱

意、使命感を有し、外科医療の進歩に少しでも寄与したいと希望する学生を希望する。 

問 合 せ 先 

(Tel) 06-6879-3251 

担 当 者 野田 剛広 
(Email) 

その他出願にあたって

の注意事項等 

（以下教室紹介） 

1. 消化器癌幹細胞を標的とした革新的治療法の開発に関する研究

2. 癌の微小リンパ節転移、末梢血・骨髄中の微量癌細胞による臨床診断

3. 分子異常・分子発現解析による癌の個性化診断（再発予測・治療関連因子の解明）

4. オミクス技術を駆使した膵癌早期診断マーカーの開発

5. 癌に対する免疫応答反応の解析と新規免疫療法の開発

6. 非コード RNA分子（micro RNA）の役割解明と臨床利用

7. 生活習慣および遺伝子多型と癌の発生・進展、治療感受性に関する研究

8. 新規ドラッグデリバリーシステムを用いた消化器癌治療法の開発研究

9. 腸内細菌叢解析による消化器疾患の解明

10. 実用化を目指した膵 β細胞、肝組織の再生医療開発

11. 脂肪幹細胞を用いた再生医療

12. 肝移植後、膵移植後患者における拒絶反応予測のための免疫機能解析

13. 臓器保存・移植臓器の機能評価に関する研究

14. 手術支援ナビゲーションシステムの開発
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